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進路説明会 ～変わりゆく高校入試のカタチ～ 

４月２７日（月）の授業参観の後、３年生生徒とその保護者を対象に、進路説明会を実施しました。高校

入試に関しては、３年前に公立高校が「特色化選抜」という新しい方法を取り入れて以来、高校入試のカタ

チが大きく様変わりしています。 

本号では、３年生だけでなく、１・２年生の保護者にも、最近の高校入試事情をお知りいただくとともに、

早くから見通しをもって、お子様の進路対策に役立てていけるよう、最近の高校入試の動向を紹介します。 

 

 

 

 現在、公立高校では①一般入試、②推薦入試、③特色化選抜（自己推薦型）、の３種類の方法が、私立高

校では①一般入試、②推薦入試、③専願入試（自己推薦型）という方法がとられています。 

一般 

入試 

○国語・社会・数学・理科・英語の５教科のテストの結果に調査書の内容が加味され合否

が決まる受験方法です。 

（保護者の世代の多くは、この方法で受験された方がほとんどだと思います。） 

推薦 

入試 

○志願する高校への進学を強く希望し、普段の学習態度・生活態度・意欲・活動実績等が

良く、その学校に進学するにふさわしい人物と中学校長に認められた者が受けることが

できる受験方法です。高校が示す条件をクリアしておく必要があります。（学校推薦型） 

○合格したら必ず入学しなければなりません。 

○調査書に加え、面接・作文（私学の場合によってはテスト）等で合否が決まります。 

特色化 

選抜 

○志願する公立高校への進学を強く希望し、その高校が示す評定基準をはじめとする条件

を満たした者が受けることができる受験方法です。（自己推薦型） 

○合格したら必ず入学しなければなりません。 

○調査書に加え、面接で合否が決まります。 

専願 

入試 

○志願する私立高校への進学を強く希望し、その高校が示す専願基準を満たした者が受け

ることができる受験方法です。（自己推薦型） 

○合格したら必ず入学しなければなりません。 

○調査書に加え、面接（学校によっては国・数・英のテスト）で合否が決まります。 

 

 

 

＜第２志望校制度（福岡県立のみ）＞ 

 近年、いくつかの福岡県立高校で定員割れが相次いでおり、その対策として令和６年度から公立高校一

般入試の受検願書に第２志望校を書けるようになりました。もし、第１志望校が不合格でも、第２志望校

の合格基準を満たしていれば合格するという制度です。ただし、受かれば必ず入学しなければなりません。 

＜補充募集制度＞ 

公立、私立に関係なく合格の人数が、入学定員より少ない学科では、補充募集が行われる場合がありま

す。試験は、面接、作文など、各高校が決めます。３月の公立高校合格発表の後に、補充募集があるかど

うかについて高校が発表します。 

【

受験方法の多様化 

定員割れに伴う措置 



 

 

最近、「授業料の無償化」による私学への進学者の増加傾向が見られます。令和７年度までは、世帯収入

が高い（約１千万円以上：子どもの人数によって額が変わる）ご家庭は、授業料支援の恩恵が受けられま

せんでしたが、「高等学校等就学支援金制度」という法律が改正され、令和８年度から世帯収入に関係な

く、授業料支援が受けられるようになりました。 

ただし、「高校無償化」といっても、それは「授業料」のみを示すもので、「教科書代」「施設費」「進路

指導費」「修学旅行積立金」等、各高校が設定する校納金が無償になることはありません。一般的に、「施

設費」等、校納金の合計額は公立高校より私立高校の方が高額を収めることになります。 

【高等学校等就学支援金制度 比較表（高校・高専・大学）】 

区分 学年 世帯年収の条件 授業料の扱い 

一般高校（公立） 高 1〜高 3 なし 全員 無償 

一般高校（私立） 高 1〜高 3 なし 実質無償（月 38,100円まで支援、それ以上は負担） 

国立高専 
1〜3年 あり 年収により無償（一部負担） 

4・5年 原則あり 有償 ※条件を満たせば無償（条件は各高専が示す） 

大学・短大 全学年 原則あり 有償 ※条件を満たせば無償（条件は各大学が示す） 

 

 

 ここ３年間の松ヶ江中学校でいうと、推薦入試、特色化選抜、専願入試で進路を決めている人が半数前

後で、半数を超える年もあります。３月にある公立高校の一般入試を受ける生徒数は、ここ数年２割くら

いです。 

 右の表は、昨年度の主な公

立高校の「特色化選抜」「推

薦入試」「一般入試」の合格

者枠の状況をまとめたもの

です。 

近隣の公立高校でいうと、

小倉高校、戸畑高校、小倉西

高校、八幡高校以外の高校は、

半数以上を「推薦入試」「特

色化選抜」の枠で合格者を決

めており、「一般入試」枠よ

りも多い傾向がこの２年間

続いています。昨年度の例で

いうと、北九州市立高校は

200名の定員の内189名が

「特色化選抜」で合格を決

め、「一般入試」の枠が 11名

でした。小倉工業高校では、

200名の定員に対し、「一般

入試」で合格できる枠が 37

名でした。このように多くの

公立高校が、「推薦入試」「特

色化選抜」での合格者を増や

しています。 

公立高校の一般受験者数の減少 

授業料への支援金制度による私学進学者数の増加 


